
労働安全活動の実施状況

平成１８年７月２４日

関西電力株式会社



労働安全衛生マネジメントシステムに係る取組み

平成１６年度 （上期） 平成１７年度 （下期） （上期） 平成１８年度 （下期）

原子力事業本部大
の取組み

美浜発電所

高浜発電所

大飯発電所

個
別
定
検
へ
の
展
開

▼労働安全衛生
マネジメントシステム
導入決定

労働安全への投資充実 （労働安全対策キャンペーン・３年間を特別投資期間に設定、 予算制度の改善）

安全技術アドバイザー（労働安全コンサルタント）の配置、 助言・指導の充実
他の労働安全対策

１

美浜２号機
第２３回定検

美浜２号機

第２２回定検 美浜１号機 第２１回定検
美浜１号
第２２回定検

・２次系工事（一部）を対象 ・１次系、２次系工事（一部）を対象 ・１次系、２次系全工事を対象

・作業のリスクアセスメント（24件）
・過去５年の労災事例反映 他

試運用 本格運用

高浜１号機
第２３回定検

高浜４号機
第１６回定検

高浜２号機
第２３回定検

高浜３号機
第１７回定検

・２次系工事（一部）を対象

・作業上のリスクアセスメント（49件）
・１次系、２次系工事（一部）を対象

・作業上のリスクアセスメント（45件）
・１次系、２次系工事（一部）を対象

・作業上のリスクアセスメント（76件）
・過去５年の労災事例反映 他

試運用

大飯１号機
第２０回定検

大飯４号機
第１０回定検

大飯２号機
第２０回定検

大飯３号機
第１２回定検

・２次系工事（一部）を対象

・作業上のリスクアセスメント（17件）
・１次系、２次系工事（一部）を対象

・作業上のリスクアセスメント（52件）
・１次系、２次系工事（一部）を対象

・作業上のリスクアセスメント（53件）
・過去５年の労災事例反映 他

システムの評価・改善

▼高浜・大飯への

導入決定

システム構築～導入準備・調整 美浜P/S本格運用開始と高浜・大飯への水平展開 継続的改善

▼美浜P/S
本格運用決定

美浜本格運用の
評価改善

▽高浜P/S、大飯P/S
本格運用決定過去5年間の労働災害事例反映

ﾘｽｸ評価の数値化

美浜２号機
試運用評価

ｼｽﾃﾑ
構築

ｼｽﾃﾑ構築

試運用

ｼｽﾃﾑ
構築

本格運用

本格運用

作業手順毎のﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ導入

▼第１回 ▼第２回 ▼第３回 ▼第４回 ▼第５回

○労働安全連絡会（事業本部[主導]＋３発電所による改善活動）

高浜のﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの紹介 等 ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの３発電所
での実施決定 等

美浜発電所の本格運用
方法について

運転中機器情報図の
運用追加決定 等

労働安全衛生法改正によ
るシステムへの反映内容
検討 等

各発電所のトラブル反映、
改善事項の３サイトの水平
展開 等

ﾊｯﾄﾋﾔﾘ（気がかり）事例の収集活性化

（今後の活動）

３ ６～



労働安全衛生マネジメントシステムに基づく労働安全対策

○各発電所とも、全体のシステムが整い

協力会社と一体となって活動を実施中。

（美浜は本格運用中、

高浜・大飯は試運用中）

○本委員会、専門家のご意見も踏まえ、

システムの充実も実施中。

・過去５年間の労災事例の反映

・リスク評価の数値化

・ハットヒヤリ（気がかり）収集

２

リ
ス
ク
排
除
・
低
減
の
実
施

リ
ス
ク
排
除
・
低
減
方
策
検
討

活
用
す
る
情
報

評

価

労働災害のリスク低減労働災害のリスク低減

設備リスク洗出し

プラント設備による危険・有害要因

協力会社との
リスク情報共有

・機器情報図

リスク排除・低減方策検討

国内外の
設備トラブル事例等

６

：関電の活動

：協力会社の活動

ハットヒヤリ体験
（気がかり）収集

協力会社からの
設備改善提案

法令
（労働安全衛生法 等）

作業行動・環境による危険・有害要因

作業手順上の
リスク洗出し

リスク排除・
低減方策検討

リスク低減対策
の必要性を評価
の上、採否判断

＜作業手順のリスクアセスメント＞

３

作業安全リスト
（リスクコード表）

作業手順の見直し、
作業計画書への反映

日々の安全作業指示書

↓
作業前打合せ（ＴＢＭ）
で注意喚起

活 動 の 評 価 ・ 反 映

設備による対応

・取替え、改造

・点検、補修

・防護措置で作業

○労働安全衛生マネジメントシステムの

浸透・定着
（美浜２号機本格運用の評価・改善含む）

○ハットヒヤリ（気がかり）の収集活性化、

有効活用の継続

○トラブル、労働災害の背景要因となる

ヒューマンファクタ ーの分析、フィード

バックの推進

今後の課題

現状の取組み

４

発電所ルール

労災情報

安全技術アドバイザーの助言・指導
(パトロールによる指摘など）

５

【注意喚起】

（
今
後
は
労
災
発
生
の
都
度
反
映
を
検
討
）

過
去
５
年
間
の
事
例
反
映

設備改善
要望書



３作業手順上のリスクアセスメントの実施状況 －高浜発電所の例－

リスクアセスメント対象工事
件名の選定・実施依頼

リスクアセスメントの実施

「リスクアセスメントの実施結果」

を作成し、当社に提出 ⇒①

設備改善を要するものは、「改善
提案書」を当社に提出

「リスクアセスメント実施結果」
の確認・承認

（必要により指導・助言）

設備改善提案の採否検討

作業手順の見直し

・作業計画書への反映 ⇒②

作業前打合せで活用（周知）⇒③

リスクアセスメントの流れ

【当社】 【協力会社】

日々の安全作業指示書

高浜２号機第２３回定検の実施件数
定検工事：５３件 修繕工事：２３件

安全作業指示書の例

①リスクアセスメントの実施結果（例）

コミュニケーション

作業計画書の確認・承認

（必要により指導・助言）

安全作業指示書の確認・承認

（必要により指導・助言）

適宜参加

（必要により指導・助言）

コミュニケーション

コミュニケーション

コミュニケーション

作業計画書Ａ「３．架台プレハブ」
および作業計画書Ｂ「６．架台組立」
の注意事項に反映

作業計画書Ａ「３．架台プレハブ」
および作業計画書Ｂ「６．架台組立」
の注意事項に反映

安全作業指示書ＡおよびＢの「溶接
作業」の注意事項に反映

安全作業指示書ＡおよびＢの「溶接
作業」の注意事項に反映

②作業計画書（例）

③作業前打合わせの風景（例）

作業計画書Ａ

高浜発電所での取り組み状況

【リスクアセスメントの実施工事件数】 高浜２号機第２３回定検の実施件数

・定検工事：３回の定検で全件名実施するよう計画

・修繕工事：各協力会社毎に１件以上

⇒ ５３件

⇒ ２３件



安全作業指示書③

リスクコード表の運用

運搬－６（１／３） 　　　　　　作業に関する危険または有害要因と要求される実施事項表
作業の種類 危険又は有害要因 法　要　求　事　項 発電所での実施事項
人力運搬作業 挟まれ 年少則７条 重量物を取扱う （入構時安全衛生教育資料）

切れ・擦れ 業務 ・男子≦３０ｋｇ ・重量物(55kg以上)は重量を表示する
無理な動作・動 ・女子≦２５ｋｇ
作の反動
火傷

・二人以上での共同運搬時の要領
　①作業指揮者の選任

基発第547号 重量物の ・満１８歳以上の男子労働者が人力のみ 　②確実な合図の実施
H6.9.6付 取扱い重量 により取扱う重量は５５kg以下にする。 　③声の掛合い、呼吸の一致

５５kgを超える重量物の取扱いは２人以 ④可能範囲での同じ体格の組合わせ

・一人運搬の重量は男子３０kg以下、
　女子２５kg以下とする
・重量物は、ギックリ腰防止のため膝を
　曲げながら持ち上げる「職場における

腰痛予防対策
の推進につい

労安法関連条項
・満16歳以上満18歳未満

作業安全リストの運用状況と過去労働災害事例の分析・反映 －高浜発電所の例－ ４

○作業種別毎に労安法等の法令要求事項および社内ルールに基づく
発電所遵守事項を整理した作業安全リストを当社から協力会社に配布

○協力会社から当社に提出される安全作業指示書に該当する作業安全
リスト番号および主な注意事項を協力会社が記載し当社が確認

↓
○作業当日の作業前打合せにて該当する作業安全リストを用いて
注意事項等を作業者全員に周知

作業安全リストの運用状況

作業安全リスト（例）

平成17年９月高浜発電所で労災発生
（水中でポンプに巻き込まれ受傷）

作業安全リスト「水中作業」の危険又は
有害要因に「巻き込まれ」の記載無し

要/否 反映状況 要/否 対策内容

1 H17.04.13 大飯ＰＳ
階段を小走りに下りている際、階段で足を踏み外し転
げ落ちた

不休 否 － － －

2 H17.06.03 高浜ＰＳ
弁の確認のため歩行中、グレーチングの開口部に落ち
かけて負傷

不休 要 反映済 否 －

3 H17.09.09 大飯ＰＳ
自転車で走行中、前輪が街灯用プルボックスに接触
し、バランスを崩し転倒

不休 否 － － －

4 H17.09.22 大飯ＰＳ
モンキータラップを降りる途中、腐食によりタラップが折
れ、バランスを崩し墜落

重傷 要 反映済 要
モンキータラップ等点検強化
設備安全リストへ追加

5 H17.09.28 大飯ＰＳ 踏み台から降りようとした際、バランスを崩し転落 不休 要 反映済 否 －

1 H17.05.21 高浜ＰＳ
上部から落ちてきた治具が下部の作業者の頭に当た
り負傷

不休 要 追加 否 －

2 H17.07.01 美浜ＰＳ
車両ゲートから退出する際、閉まりだしたゲートを手で
止めようとして挟まれ負傷

不休 要 追加 否 －

3 H17.07.06 若狭支社
ピクチャーレール取付け作業で脚立に登った際、足を
滑らせて転落し負傷

重傷 要 反映済 否 －

4 H17.07.09 美浜ＰＳ
グラインダーで溶接部の手直し中、グラインダーが跳
ね顔面を切創

不休 要 反映済 否 －

5 H17.08.05 高浜ＰＳ
食堂勤務の従業員が、物品運搬用エレベータの扉に
左手人差し指を挟み負傷

不休 否 － － －

6 H17.09.04 高浜ＰＳ
水中で貝回収ポンプの詰まり除去作業後、ポンプに巻
き込まれ負傷

重傷 要 追加 要
潜水作業等専門性を有する工事、社員の操
作・作業にリスクアセスメント対象範囲を拡大

7 H17.11.25 美浜ＰＳ
食堂勤務の従業員が、野菜カッターに左手中指が接
触し負傷

不休 否 － － －

8 H17.12.19 高浜ＰＳ
機材搬出時、吊り荷のセンターズレを修正しようとして
手を挟み負傷

不休 要 反映済 否 －

9 H18.03.07 美浜ＰＳ
天井ボードの裁断作業中、誤ってカッターナイフにて左
手親指付根を切創

不休 要 追加 否 －

10 H18.03.31 大飯ＰＳ
協力会社事務所前駐車場で車を後退させた所、後方
を自転車で通行していた人と接触

不休 否 － － －

業
務
上
災
害

協
力
会
社
災
害

追加対策
Ｎｏ
発　　生
年月日

作業安全リスト
発生場所 件　　　　　　　　名

災害
程度

重大災害については
さらに追加対策を実施

過去労災事例の分析・反映

過去５年分の労災事例について
作業安全リストへの反映要否を検討し
現在リストに記載の無いものは追記

作業安全リスト（例）

定検前に協力会社に配布

定検作業で活用

安全作業指示書（例）

○高浜２号機第２３回定期検査において安全作業指示書（リスクコード表の運用）
によるリスクコミュニケーションを１４４件の工事に対して実施



安全技術アドバイザーの活動状況 －高浜発電所の例－ ５

安全技術アドバイザーの配置

＜目的＞
原子力発電所に、労働安全管理活動に対して的確な指導・助言を行える人材
を「安全技術アドバイザー」として配置し、より一層安全管理体制を充実さ
せる
＜配置日＞
平成１７年９月２６日より（労働安全コンサルタント会社へ委託）
＜就業頻度＞
原則定検中は週１日程度

①作業現場の危険有害要因低減業務（労働安全衛生関係法令の適合性確認含む）
・現場パトロールによる危険有害要因の状況調査
・危険有害要因に対する指導、助言
・対策実施状況の確認

＜活動実績＞

パトロール回数：２１回、指摘事項：２１７件

②安全衛生関係教育
・安全衛生関係法令教育

＜活動実績＞

教育回数：６回

③その他安全衛生関係法令相談業務等
・労働災害発生時等への対応
・労働安全衛生マネジメントシステムの指導
・安全衛生関係法令相談

＜活動実績＞

安全衛生の法令相談等：４回

安全技術アドバイザーの職務と活動実績（H17/11～H18/6）

取り組みの充実

安全技術アドバイザーの指導による設備改善事例

●現場パトロールにおいて、安全管理者に加え、協力会社の安全担当者も伴
う等の充実（高浜２号機第２３回定期検査より実施）

●アドバイザーの指摘事項をとりまとめ、定期検査の事前研修の教育等に活
用（高浜２号機第２３回定期検査事前研修で実施）



高浜２号機の機器情報図（設備毎のリスク評価）
Ａ Ｂ Ｃ

影響度 安全設計 点検 点検周期
レベル レベル レベル

EL 10m

Ｔ／Ｂ ○ 2 5 1 10 ○ 2定検毎 22

Ｔ／Ｂ ○ 2 5 1 10 ○ 2定検毎 23

Ｔ／Ｂ ○ 2 5 1 10 ○ 20定検毎 (29)

Ｔ／Ｂ ○ 2 5 1 10 ○ 20定検毎 (30)

Ｔ／Ｂ ○ グランドスチームコンデンサ 3 5 1 15 ○ 5定検毎 23

Ｔ／Ｂ ○ ３Ａ低圧給水加熱器 3 5 1 15 ○ 5定検毎 23

Ｔ／Ｂ ○ ３Ｂ低圧給水加熱器 3 5 1 15 ○ 5定検毎 (24)

Ｔ／Ｂ ○ ３Ｃ低圧給水加熱器 3 5 1 15 ○ 5定検毎 (25)

Ｔ／Ｂ ○ 3 5 1 15 ○ 6定検毎 (24)

Ｔ／Ｂ ○ 3 5 1 15 ○ 6定検毎 (24)

Ｔ／Ｂ ○ 3 5 1 15 ○ 6定検毎 (24)

Ｔ／Ｂ ○ 2 5 1 10 ○ 2定検毎 21

Ｔ／Ｂ ○ 2 5 1 10 ○ 20定検毎 23

Ｔ／Ｂ ○ 2 5 1 10 ○ 20定検毎 23

Ｔ／Ｂ ○ 2 5 1 10 ○ 20定検毎 23

Ｔ／Ｂ ○ 3 5 1 15 ○ 6定検毎 21

Ｔ／Ｂ ○ 3 5 1 15 ○ 6定検毎 23

Ｔ／Ｂ ○ 湿分分離器ドレンタンク 5 5 1 25 ○ 10定検毎 (27)

Ｔ／Ｂ ○ Ａ湿分分離加熱器ドレンタンク 5 5 1 25 ○ 10定検毎 (24)

Ｔ／Ｂ ○ Ｂ湿分分離加熱器ドレンタンク 5 5 1 25 ○ 10定検毎 (28)

Ｔ／Ｂ ○ ヒドラジン配管 3 5 5 75 △ 事後保全 －

Ｉ／Ｂ ○ ○ Ａ蒸気発生器ブローダウン水回収ポンプ 2 5 5 50 ○ 事後保全 －

Ｉ／Ｂ ○ ○ Ｂ蒸気発生器ブローダウン水回収ポンプ 2 5 5 50 ○ 事後保全 －

許容
区分

至近の点検
実績
(予定)

第23回定検で漏洩のないことを確認済
第24回定検にて対策実施予定

評価点
A×B×C

Ｃ水室空気抜きポンプ

Ｂグランドスチームコンデンサ排気ファン

ＡEHガバナポンプ

ＢEHガバナポンプ

Ｂ相分離母線冷却ファン

Ａ水室空気抜きポンプ

設備所在 プラント設備名

高
エ
ネ
ル
ギ

高
回
転
機
器

有
害
物
質
等

タービン非常用油ポンプ

主油タンク排気ファン

Ｂ水室空気抜きポンプ

Ａ相分離母線冷却ファン

Ａグランドスチームコンデンサ排気ファン

タービンターニング油ポンプ

タービン補助油ポンプ

備考

協力会社とのリスク情報共有（機器情報図） －高浜発電所の例－

（目的）
作業エリア周辺の設備について、リスク低減対策の実施状況を協力会社と
情報共有し、協力会社に安心して作業いただけるようにする。

①高エネルギー配管配置図①高エネルギー配管配置図

労働安全に係わる設備が計画通りに点検・取替が実施され管理されていることを、機器情
報図※にまとめ、協力会社に配布
・高エネルギー配管は配置図（①）
・それ以外の機器（ポンプ、タンク等）は一覧表（②）及び配置図

６

情報共有

当社、協力会社は、作業計画段階や安全作業指示書作成時（作業前日）に機器情報図を
確認し、注意が必要な場合（許容区分が「△」等）は、作業手順書や安全作業指示書に注
意事項を記載し、作業前打合せで周知する等、現場の作業安全に活用。

活用

②機器毎のリスク評価一覧表（高エネルギー配管以外）②機器毎のリスク評価一覧表（高エネルギー配管以外）

点数

１

２

３

５

Ｃ：点検Ａ：影響度 Ｂ：安全設計

安全装置等を定期的に点検

死亡、重傷(労働不能、完治不可) 当該の劣化モードに対する考慮無し 定期的点検無し

　　　重傷(休業、通院)　　　　 安全装置の設置、防護措置

該当機器を定期的に点検

　　　軽傷(不休、通院)　　　　 － －

　　　微傷(赤チン災害)　　　　 該当の劣化モードによる損傷無し

○評価点
「影響度」、「安全設計」、「点検レベル」の評価基準。この３つのパラメータの掛け合わせで「評価点」を算出。

許容区分
・「○」の機器：対策不要（設備損壊により被災するリスクは低い）
・「△」の機器：直ちに対策を打つ必要はないが、「○」にすべくリスク低減対策を計画する。

（備考欄に対策の実施計画、実施状況や注意事項等を記載）
・「×」の機器：作業エリア周辺にある場合、作業前までに対策（設備改善or防護措置、隔離）を講じ、

対策後の ﾘｽｸ評価結果も記載。（備考欄に対策内容と対策後の注意事項等を記載）

評価点

≦50 許容可能 ○

50＜～＜100 改善要 △

100≦ 対策必要 ×

許容区分

○許容区分（評価点から許容区分を決定）

○点検周期・至近の点検実績（予定）
機器が計画通りに点検され適正に管理されていることを定検毎に確認するため点検周期と次回点検予定
についても記載。

○分類
労働安全に係わる機器を「高エネルギー」、「高回転機器」、「有害物質等」に分類。

余寿命が少ない（５年未満）の配
管があれば、配置図上にマーキ
ングすると共に点検・取替計画に
ついても記載
⇒高エネルギー配管が適正に管
理され、点検・取替が実施されて
いることをお知らせ



プラント設備によるリスク排除・低減対策（例） 参考１

１ 微傷(赤チン災害) 当該の劣化モードによる損壊無し 当該機器を定期的に点検
２ 軽傷(不休、通院) － －
３ 重傷(休業、入院) 安全装置の設置、防護措置 安全装置等の定期的点検

５ 死亡、重傷(労働不能、完治不可) 当該の劣化モードに対する考慮無し 定期的点検無し

Ｃ
点検

Ｂ
安全設計

Ａ
影響度

点数 評価点

≦50 許容可能 ○

50＜～＜100 改善要 △

100≦ 対策必要 ×

許容区分

ｺﾝﾊﾞｰﾀ加熱蒸気ｺﾝﾊﾞｰﾀﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ管 5 5 1 25 ○

補助蒸気母管 5 5 5 125 × 保護板取付

　（対策後）　保護板取付 5 3 5 75 △ → (試運用) → ステンレス化または肉厚測定

　（更なる対策後）　ｽﾃﾝﾚｽ化 5 1 5 25 ○
　（更なる対策後）　肉厚測定 5 5 1 25 ○
補助蒸気枝管（小口径） 3 5 5 75 △ → (試運用) → ステンレス化

　（対策後）　ステンレス化 3 1 5 15 ○
スチームコンバータドレン配管 1 5 5 25 ○

スチームコンバータ本体 5 3 1 15 ○

ｽﾁｰﾑｺﾝﾊﾞｰﾀﾚﾍﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾙﾀﾝｸ 1 5 1 5 ○

硫酸ライン（継手部　保護ｶﾊﾞｰ無し） 5 5 5 125 × 一括漏洩確認

　（対策後）　一括漏洩確認 3 5 5 75 △ → (試運用) → 保護ｶﾊﾞｰ取付・点検または分解点検

　（更なる対策後）　保護ｶﾊﾞｰ取付・点検 5 3 3 45 ○
　（更なる対策後）　分解点検 5 5 1 25 ○
硫酸ライン（継手部　保護ｶﾊﾞｰ有り） 5 3 5 75 △ → (試運用) → 保護ｶﾊﾞｰの点検

　（対策後）　保護ｶﾊﾞｰ点検 5 3 3 45 ○
水素ガスライン（低圧部） 5 5 5 125 × 一括漏洩確認

　（対策後）　一括漏洩確認 3 5 5 75 △ → (試運用) → 分解点検

　（更なる対策後）　分解点検 5 5 1 25 ○

→

→

対策内容

→

（損壊時）
高熱物の飛散流出

（損壊時）
漏洩

（損壊時）
引火爆発の可能性

許容区分
Ｃ
点検
ﾚﾍﾞﾙ

（損壊時）
高熱物の飛散流出

Ａ
影響度
ﾚﾍﾞﾙ

A×B×C
評価点

Ｂ
安全設計
ﾚﾍﾞﾙ

名　　称 危険又は有害要因
タービン建屋 m

（対策見直し後）
（対策見直し後）

評価点１００点以上

計画的な点検なし
安全設計・防護措置なし

更なるリスク低減対策
により５０点以下

速やかな対応で
５０点～１００点

ステンレス化または肉厚測定保護板取付

一括漏えい確認
保護カバーの取付・点検、
または分解点検

計画的な点検なし
安全設計・防護措置なし

→

→

→

→

→

リスク排除・低減の
ステップ

（補助蒸気配管）

（薬品・ガス系統）

→



労働安全衛生マネジメントシステム実施体制 参考２

　高　浜　発　電　所　の　安　全　衛　生　管　理　体　制
法で定められた選任並びに委員会

安全衛生協議会

安全衛生委員会

内部監査チーム

安全衛生管理事務局

所長室課長（総務）

安全衛生実施責任者

品質保証室課長 安全・防災室課長 所長室課長 技術課長 放射線管理課長

原子燃料課長 発電室長 保全計画課長 計装保修課長

副所長（事務）

所長室長、運営統括長、品質保証室長、安全防災室長

原子炉保修課長 タービン保修課長 電気工事グループ課長 機械工事グループ課長

当直課長、当直主任、係長

各職場安全衛生リーダー

総括安全衛生管理者

所　　　　　長

安全管理者・衛生管理者
その他諸法令に係る選任者

電気保修課長

安全技術アドバイザー

＊適宜、指導・助言を行う

一般社員

発電所課長（電気・機械技術アドバイザー、ボイラ・タービン主任技術者）

副　　所　　長　(技　術)

（安全衛生管理責任者）


